
８月２７日 第２学期始業式（放送） 

 今日から２学期 ～自分で考えて判断し行動する２学期に～ 

２学期が始まりました。今年の夏も感染防止のためずっと家で過ごしたという人も多か

ったことと思います。厳しい状況の中でも、オリンピック・パラリンピックで、力いっぱ

い競い合う選手の姿には励まされました。（パラリンピック陸上女子幅跳び高田選手の話） 

さて、東京では１日の感染者が 6000 人近くまで増えたため、緊急事態宣言がさらに９月

12 日まで延長されることになりました。これまでより感染力の強いウイルスに変わってき

たために、子どもたちへの感染も増えています。学校が始まれば、学校内で感染が広がる

ことも考えられます。すでに感染したので大丈夫と思っている人も油断できません。２度

３度と感染することもあるようです。多くの人は感染しても数日で回復していますが、感

染すれば２週間ほどは休まなければなりませんし、近くにいた人も念のため同じように休

まなければならないので、学校生活への影響がとても大きいです。感染防止のため、しば

らく登校せずに様子を見ようという人もいると思います。 

この２学期は、これまでとは少し違うと考えて、これまで以上に気をつけながら学校生

活を送っていかなくてはなりません。今日は、学年ごとに少し時間差を付けて登校しまし

たが、工事が終わるまでは、入舎する時に密にならないよう、時間差登校をしますので、

協力してください。 

  

学校は大勢で過ごす所ですから、感染する危険性をゼロにはできません。でも、少しで

も感染の危険性を減らすために、一人一人が考えて行動することが必要です。２学期は、

自分で考えるということを大事にしていきましょう。 

例えば、休み時間の自由な場面では危険性が高いです。でも、あれもだめこれもだめ

と、遊ぶ道具や場所を制限されたり禁止されたりしてしまったら、楽しく遊ぶことはでき

ませんね。危険性を少しでも減らすためには、どんなふうに遊ぶとよいでしょうか。どの

ように行動すれば安全だと思いますか。それを一人一人に考えてほしいのです。始めと終

わりに手を洗うのは何のためか、近くに人がいるときにマスクをするのは何のためか、分

かっていれば、気を付けられますね。先生から言われたからやる、ということでは、自分

たちの安全を守ることはできません。今は、どうすればよいか、その時その時に考えて、

必要なことが分かり、行動できるみなさんであってほしいと思います。学校の安全は大人

だけの努力で守ることはできないのです。大勢いるからこそ、そこにいる一人一人の努力

が大事だということを忘れずに、安全で楽しい学校をみんなで作っていきましょう。 

 

 また、できないことも多いけれど、工夫しだいでできることはたくさんあります。どう

すれば、何をすれば、もっと楽しく過ごせるか、ぜひ工夫して楽しい活動を計画し実行し

てください。特に高学年のみなさんは、自分のクラスや学年で力を発揮するだけでなく、

全校児童が集まらなくても気持ちが一つになれるようなアイデアで、学校のリーダーとし

ての存在感を発揮してほしいと期待しています。一人一人が、自分で考え判断し行動する

２学期にしていきましょう。 


